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 [背景] 直線偏光の短パルスレーザーを金

属や半導体表面に照射すると、偏光方向に直

交する波長程度の周期構造が形成され[1]、酸

化物誘電体やガラスでは条件により偏光に

平行な縞の形成が報告されている[2]。これら

は レ ー ザ ー 誘 起 周 期 的 表 面 構 造

(Laser-Induced Periodic Surface Structure: 

LIPSS)と呼ばれ材料や条件により多様であ

る。イットリア安定化正方晶ジルコニア多結

晶体(3mol％ Y2O3 添加 ZrO2：3Y-TZP)は優れ

た機械的特性を有するセラミックスであり

医療部材や機械部材に用いられる。前回まで

3Y-TZP 上の LIPSS 形成実験を行い、偏光に

平行で周期が波長と同程度か波長より大き

な縞構造の形成と、照射フルエンスとパルス

幅に依存した周期の変化を報告した[3,4]。今

回、楕円偏光に対する LIPSS 形状の依存性を

調べた結果を報告する。 

[実験方法] 材料粉末（TZ-3YB-E, Tosoh）を

1350℃で焼結後、鏡面研磨したものを 3Y-TZP

基板に用いた。チタンサファイアレーザー

（中心波長 810nm、570Hz）を 40 ショット集

光照射し LIPSS を形成した。1/4 波長板を回

転し直線偏光から円偏光までの楕円偏光（主

軸方向も回転）を発生した。共焦点レーザー

顕微鏡と走査型電子顕微鏡でLIPSSを観測し、

2D-FFT により縞の方向の変化と構造周期を

評価した。 

[実験結果] 形成された LIPSS の傾きと構造

の周期を 1/4 波長板の角度に対してプロット

したものを Fig.1 に示す。 

  

波長板の回転と共に縞の方向が変化して

いるが、楕円偏光の主軸の回転を考慮すると

LIPSS の縞は楕円偏光の主軸に平行である

ことが分かった。また円偏光の場合には等方

的な構造となり角度が決まらないためプロ

ットしていない。観測された周期は波長より

も大きく、楕円率への明瞭な依存性は観測さ

れなかった。応用としてインプラント材料表

面へのアパタイト膜の密着性向上があり[5]、

構造の形態と生体親和性の関係について今

後検討を行いたい。 
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Figure 1. Rotational angle and the period 
of the LIPSS as a function of the rotation 
angle of the quarter-wave plate. 
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